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新地学 

 

 

雨上がりの虹 

 

営業の帰りに公園のベンチに座った。今日の営業は失敗だった。会社の新しいソフトの売り込みだ

ったが、担当者には鼻であしらわれた。「実績のない会社とは取引はしません」と言われたのだ。

雨が上がったばかりで、あたりにはぬれた芝生の匂いが漂っていた。 

ため息をついて、自動販売機で買ってきた缶コーヒーのブルタブを開ける。いつもブラックばかり

飲んでいたのだが、今日はコーヒーの甘さを心地よく感じた。口の中に感じる苦味が一瞬和らぐ。 

会社に帰ったら、また上司に怒鳴りつけられるだろう。「お前は無能だ」とか「もうやめちまえ」

という上司の言葉が恐ろしい。 

今の会社をやめようかと思う。もともと自分に営業は向いていないのだ。そう思った時に、 

「あっ、虹だ」と公園の誰かが叫んだ。見上げると、青い空に大きな虹が掛かっていた。虹を見る

のは久しぶりだ。それでも何の感慨も浮かんでこない。子供の時にはあんなに感動したのに。 

「虹、虹、虹」と叫びながら小さな男の子が走ってきた。男の子は、彼の横で転んでしまう。膝を

強く打ったようだ。顔がくしゃくしゃに歪んでいる。そんな様子を見て、彼は思わず息をのんだ。 

「だいじょうぶ？」思わず立ち上がって、声をかける。 

男の子はしばらく倒れたままだったが、やがて起き上った。顔をしかめているが、泣こうとはしな

い。お母さんらしき人が追い付いて、彼に声をかけた。 

「どうもすみません」 

「いえいえ、だいじょうぶでしょうか？」 

「こうちゃんだいじょうぶだもん」 

男の子は起き上がって、口を尖らせながら言った。 

「偉いね、こうちゃん」 

お母さんは、男の子の頭をなでる。 

「こうちゃん偉いね。男の子は簡単に泣かないよね」 

彼がそう言うと、男の子は大きくうなずいた。 

バイバイと親子に手を振って、彼は歩き始めた。胸が軽くなっている。空を見上げると、虹はまだ

消えていなかった。 

 

 

姉ちゃんは桜だ 

 

 桜の下に立つと十七で死んだ姉のことを思い出す。姉が亡くなる十日前のことだった。そこの頃

には病気のために歩けなくなり、車椅子に乗っていた。桜を見たいと姉が言ったので、私は車椅子

を押して、病院の庭に植えてある桜の所まで連れて行った。 

風の強い日だった。無数の花びらが風に舞っていた。姉は散っていく桜をじっと見つめていた。 

「桜に生まれれば良かった」姉はぽつりと言った。私は何も言えなかった。それでも、姉の言うこ

とは分かる気がした。桜は散るときも美しい。でも、人間は苦しみながら死んでいくのだ。死んだ

あとは腐敗が始まる。人間の死に際は美しくないのかもしれない―――。 

「姉ちゃんも桜だ」 



 

 

 

 

思ってもいなかったことを口走ってしまった。小学校の時の徒競走で、一生懸命に走る姉。私に勉

強を教えてくれた時の真剣な眼差し。姉が好きだった人がお見舞いに来てくれた時のはにかんだ

顔。手術を受けるときに唇を噛みしめて「わたし頑張る」といった時の凛々しい顔。記憶の中の姉

はみんな綺麗だった。 

姉の目から一筋の涙がこぼれた。私は自分の言ったことが恥ずかしくて、口を閉じたままで桜を眺

め続けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青いビー玉 

 

 

ポケットの中からビー玉が転がり出した。きれいな水色をしたビー玉で、まるで今日の青空を固め

て作ったように見える。ふと気になって、後を追いかけた。私はちょうど会社帰りだった。ビー玉

で遊ぶような歳ではない。 

ビー玉はゆるやかな坂道をどこまでも転がっていく。私鉄の駅から続いている坂で、両側には桜が

植えてあった。今は葉桜の状態だが、みずみずしい緑色が目に心地よかった。ビー玉は空き缶にぶ

つかって、小さな金属音をたてた。ビー玉の転がる勢いが弱くなったので、私は腰を落としてそれ

を拾った。 

ビー玉なんか持っていても仕方がないと思う。それでも、捨てるのは惜しい気がした。私はそれを

ポケットの中に入れて、歩き出した。なぜポケットの中にビー玉が入っていたのだろうか。一人暮

らしで子供もいない。満員電車の中で紛れ込んだのだろうか。 

おかしなこともあるものだと首をひねりながら、歩き続けた。決して嫌な気分ではない。スキップ

したいようなワクワクした気持ちが、胸の奥に潜んでいる。子供の頃に友達と遊んだ時のことを思

い出した。ビー玉で遊んだこともある。 

今はあの頃と大違いだ。冴えない中年の男。生活のために惰性で会社に毎日足を運んでいる。胸が

躍るような思いをしたことは最近全くない―。 

ふと気が付くと、無数の青いビー玉があたりを転がっていた。ビー玉の転がる速度は少しずつ上が

っていく。私はいつの間にかビー玉と一緒に駆け出していた。この青いビー玉たちと旅をしたいと

いう狂気じみた願望が湧きあがってくる。しばらく走ると、ビー玉はきらきらと光るようになった。

西の空の夕日が反射しているのだ。ビー玉のきらめきを眺めながら、私は走り続けた。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Pochi 

 

 

 

 

 

怖いものは苦手、グロ耐性無し、でもホラーは気になる貴方に！ 

ホラー初心者の Pochi が、あらすじをすっ飛ばしてオススメします！ 

今回はホラー映画編！ 

 

 

シャイニング（1980） 

←お父さんの顔があまりにも有名な作品。 

血がドバーなシーンはありますが、量が尋常ではないので最早芸術

の域。効果音も贅沢に使い、曜日のテロップにも「ババーン‼」なぜ

そこで…。 

 雪が積もって外出できない時、締め切りが近いのにスランプに悩ん

でいる時なんかにオススメですが、友達とワイワイ突っ込みながら

も見れる楽しい映画です。 

All work and no play makes Jack a dull boy All work and no play  

          makes Jack a dull boy! 

 

グロさ：★★☆☆ 後味の悪さ：★☆☆☆ びっくり（脅かし）：★★★☆ 

 

 

 

インシディアス 1（2010） 2（2013） 

これは脅かし多めのダークファンタジーと言っても過言ではないで

すね。予告は大変恐そうですが安心してください！夢には出ませ

ん！霊媒師もお茶目で好感が持てます。家族愛の話なので、（あまり

に幼い子には勧められないですが）家族で見るのもよいのでは。 

1 を見たら記憶が鮮明な内に、是非 2 も続けて見てほしいです。 

1 でモヤッとした部分諸々の真相が明らかになるので…！ 

私はあまりに 2 でスッキリしてしまったため、これ以降のシリーズ

を見れてません…。  

 

グロさ：★☆☆☆ 後味の悪さ：1★★★★ 2★☆☆☆ びっくり：★★★★ 

                  

 



オテサーネク（2000） 

TUTAYA ではドラマに分類されますが、個人的にはホラーに入れてよい

と思います。登場人物の狂気とオテサーネク自身のビジュアル、十分

ゾッとすること請け合いです。オテサーネクの食事シーンがややグロ

なので注意。 

 ←この目玉焼きのせご飯が、作中で一番美味しそうな食べ物です。ベ

チャっとしたお粥のような物の出現頻度が高いです。チョコレートぬ

ちゃぬちゃ。あまり食欲をそそらない場面が多いので、食事中の視聴 

         はオススメしません。 

 

グロさ：★★★☆ 後味の悪さ：★★★☆ びっくり：★☆☆☆ 

 

 

クリムゾン・ピーク（2015） 

画像検索した方はご存知かと思いますが、赤いゴーストが出てくる映

画です。ビジュアルは強烈ですが、思っていたほどは怖くないです。

日本的な奥ゆかしさのある幽霊のようなものです。それよりも気をつ

けてほしいのが、屋敷へ着く前に突如出てくるグロ。痛い！ 

 雪が積もる地域の割に大胆な吹き抜けのせいで住みにくそうです

が、エレベーター完備の屋敷。凝った装飾が素敵なので、ゴシック系

が好きな方は是非（屋敷を）見てください。 

 

グロさ：★★★☆ 後味の悪さ：★★☆☆ びっくり：★★☆☆ 

 

 

IT（2017） 

最近の映画なのでポスターを目にした方も多いのではないでしょう

か。ピエロ恐怖症でなければ見れます。ムッシャーされるシーンはや

やグロですが、基本的に彼は脅かすことを生業にしているようです。

私は諸事情で二度映画館で見たのですが、脅かされるシーンをわか

っていても体がビクッとしました。 

 再三言われているとは思いますが、少年たちの青春＆友情要素も強

いです。この映画を見て思い出したのが『ミス・ペレグリンと奇妙な

こどもたち』（2016）。こちらはファンタジーですが、子どもたちが協

力し合って異形に立ち向かう様は近いです。 

 

グロさ：★★★☆ 後味の悪さ：★☆☆☆ びっくり：★★★★ 

 



とあるひと時 

                       冬桐 

 

 

 

「このコーヒー、おいしい」 

「ありがとうございます」 

 コポコポ…… 

 サイフォンの中のお湯が沸騰する音と店内に流れるジャズの音。 

 今、この場で流れる音はこの二つだけ。 

 そして、空気を震わせる私たちの声のみ。 

「サイフォンって、どうしても家じゃできないのよね。 

 今はいろいろとコーヒーメーカーって新しいのができているけど、どうしてもお店の 

 ものって特別じゃない」 

「こちらとしては、“お店の味を家でも”という謳い文句はちょっと」 

「あら、どうして？」 

「店での味ができてしまったら、ここに来る人たちの“癒し”が提供できないでしょ」 

 少し困ったような笑顔で言う。 

 そう言いながら、珈琲豆を丁寧に挽いていくその手、その音、匂い。 

 ここに来る人たちが、音や手つき、雰囲気に癒されていることを、この人は知っている 

 のだろうか。 

 『そんな人だから、ここに来る人はひっきりないのよね……』 

 今は、ちょうどいつもお客さんがいる間と間の時間。 

 店主と二人きり。 

 嬉しいようで、少し照れ臭い。 

「……。ねぇ、マスター」 

「なんですか」 

 ミルを挽く手を休めないものの、やさしくこちらの声に反応してくれる。 

「もし、マスターが人生の最後の最後でできることがあるとしたら、何がしたい」 

 ちょっとした、唐突の一言。 

 答えはきっとわかっているのに、聞きたくなってしまった。 

  

「そうですね……。やはり、ここでずっとお客さんのために珈琲を淹れて、お出迎えして 

 待っていたいですね」 

 ほらね、やっぱり。 

 優しいあなたはそう答えると思っていた。 

 珈琲の少しの苦みと酸味は、そんなあなたの優しさを現している。 

 

 

 



 

 

  「やっぱり、好きだな……」 

    そんなあなたの姿勢が。 

    仕事に対する、貴方の優しさや熱意。 

   そして、仕事に対するプロ意識……私を奮い立たせるもの。 

   一杯の珈琲とここにいる時間で伝わってくる。 

 

  「ありがとうございます」 

   こちらの不意の呟きにも優しく答えてくれる。 

  「ごちそうさまでした」 

 

   カップの白さが際立つように珈琲の粉が残っている。 

   この一杯で残りの仕事が頑張れる。 

   そして、明日もこれからもずっと頑張れる。 

  

  「またいらしてください」 

   ドアベルが鳴り、外へ出る。 

  

   マスターの優しい声とともに、私は背を押される。 

   マスターの様に、自分の仕事に優しさと情熱をもって仕事をするために。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



たいこ 

 

 

 

皆さんは『さんまのスーパーからくりテレビ』という番組を覚えているだろうか。

替え歌等様々な企画で、ぶっ飛んだ素人を多数発掘した番組なのだが、私はその中

でも「ご長寿早押しクイズ」がお気に入りだった。予選大会等を経て選ばれた 3 人

のご長寿が、早押しクイズを 10 問行い、その正解数を競うという物だ。どのご長寿

たちも毎回ハチャメチャな解答を連発し、そればかりか、お茶に入れ歯を入れたり、

突然靴がないと言い出したり、他のご長寿の解答中に眠ったりと、常にスタジオの

芸能人たちや視聴者を笑わせてくれた。その当時学生だった私も、「年取ったらこう

なるんやなー」と笑っていたのだが、高齢者施設で働くようになってから、「あの人

たちは認知症だったのでは」と思うようになった。ネットを見ても、同じように思

っている人はたくさんいるようで、「認知症を笑いものにしている」という意見もた

くさん見かけた。しかし、かつて高齢者施設で働き、認知症高齢者と接してきた私

は少し違う意見を持っている。そこで、今回は「ご長寿早押しクイズから見る認知

症高齢者への接し方」と堅いタイトルで攻めてみたいと思う。 

 

まず、私はご長寿早押しクイズ肯定派である。たとえあのご長寿たちが認知症だ

ったとしても、あのコーナーは面白かったし、ご長寿たちも笑っていた。じゃあい

いじゃんって感じなのである。私が勤めていた高齢者施設でも毎日笑いが溢れてい

た。鏡に向かって挨拶をしたり、やかんと鞄を間違えたりと、単純に毎日面白いこ

とが起こるのである。それを「認知症でこんなことも分からなくなって…」と嘆い

たって仕方ない。認知症の人だってテレビに出たっていいじゃん、芸人より面白い

し、アイドルより癒されるんだもんって思っちゃうのである。「いや、あれはヤラセ

やで」という意見も多数あるようだが、私が言いたいのは「ご長寿たちの言動は軽

度認知症高齢者のそれに極めて似ており、司会の鈴木司朗氏の対応は大正解だ」と

いうことなのである（ご長寿たち、ただの天然ボケだったらごめんなさい）。高齢者

施設の職員が皆鈴木司朗的な人だったら、誰もが穏やかに暮らせるんじゃないかと

思ってしまうくらいなのである。 

 

鈴木司朗氏の凄いところは、①引きつける②リスペクト③受容、主にこの 3 点で

ある。まず①引きつけるについて。認知症の症状はと聞かれて、徘徊を思い浮かべ

る人は多いと思う。徘徊中に事故にあう高齢者も多い。中には自転車で 10 キロ以上

徘徊したという人もいる。しかし早押しクイズのご長寿たちはどうだろう。誰も席

を立つことなく（たまに立ち上がるご長寿はいたが）クイズに集中しているのであ

る。これはなぜかというと、徘徊というのは認知症の中核症状ではないからである。

認知症だから徘徊するのではなく、認知症のために自分が今いる場所などの情報を

忘れてしまい、「何か手がかりを探さなきゃ」「とにかく家に帰ろう」と歩き出すの

である。そりゃあ私たちだって、いきなり知らない場所に放り出されたらウロウロ

するだろう。それと同じなのである。 



つまり、認知症の方が「一体ここどこやねん」と不安になることなく、「ここ楽し

いやん」「もうちょっとここおるか」と思えたら、徘徊は起こらないのである。そう、

鈴木氏はそんな居心地のいい環境を作り上げ、ご長寿たちをクイズに熱中させてい

るのである。しかも 1 対 1 ではなく、1 対３。すごすぎる。私が思うに、最初の自己

紹介、途中の鈴木氏の歌、フリップを使った問題を数問入れる、このあたりがご長

寿を飽きさせない工夫なのではないだろうか。 

 

次に②のリスペクト。これは、鈴木氏からご長寿たちへの尊敬の念が表れている

ということである。私もそうだったのだが、長年認知症高齢者に接していると、ま

るで子どもに接するような口調になってしまいがちである。しかし鈴木氏はぶれな

い。おそらく百人以上のご長寿と接してきたであろうに、砕けた口調になったり、

簡単な単語に置き換えることもなく、クイズの司会者という立ち位置を貫いている。

これは案外難しいことなのである。私はそこに、鈴木氏からご長寿たちへの敬いを

感じるのである。 

 

最後に③の受容。これはご長寿たちのありのままを受け入れることであり、福祉

の基本でもある。鈴木氏は決して、ご長寿たちの長い演説、謎の解答を途中で止め

たりはしない。最後まで微笑んで聞いており、時には「その通りですね」等優しく

一声かけてあげているのである。だからこそご長寿たちもバンバン発言することが

できるのである。どれだけ理解できないことを言われようが、否定せず、受け止め

る。そうすることで認知症の方は不穏にならずに、ここにいてもいいと思えるので

ある。だからご長寿たちはあんなに積極的で、そしてあんなに笑っているのである。 

 

鈴木氏には他にも、話し方や視線の合わせ方等、素晴らしい部分がたくさんある。

私は、全国の高齢者施設の職員研修でご長寿早押しクイズの VTR を利用してほしい

と本気で思っているのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



       蔵書票(Ex-libris)            コットン 

 

・本の所有者を明示するために作られた版画などを用いた美術小紙片で本の見返しに貼ったものを 

 蔵書票という。 

・ヨーロッパにおける初期の蔵書票はほとんどが「紋章型」だが 1600年代後半から「堆積書物タイプ」 

 や本の持ち主の環境を表現した山や湖など自然の風景と家や人物を組み合わせた蔵書票が出てくる。 

 18世紀半ば頃から寓話的・比喩的蔵書票も出現する。蔵書票の制作はアイデアが重要でそこが一般 

 のグラフィック・アートとの最大の相違点。 

・日本では古くから文字による蔵書印が発達していたので蔵書票の創成期は明治後期と言われている。 

・蔵書票初期にデューラーが蔵書票(当初で Ex-librisとは記載されず)を作成。 

・西洋ではアールヌーボー以降、多様な指向のアート性を帯びた蔵書票が多く作られた。 

・アールヌーボー及びアールデコ以降の作家 

①フランツ・フォン・バイロス：量・質共良いロココ調のエロティックな作風 

②ミヒェル・フィンゲステン：量・質共良いキュビズム的な表現 

③ハインリヒ・フォーゲラー：当初は牧歌的な作風を得意とした 

④ジェッシー・マリオン・キング：アールヌーボー＆アール・デコに貢献した 

 

 

   

   

図 １:通称ハリネズミと言われ

る世界最古の蔵書票(1450 年～

1470 年) 

 

 

図 ２:英国王室ウインザ

ー文庫の紋章型蔵書票 

図 ３：日本で紹介された最初の蔵書

票。エミール・オルリック作(1900 年) 

図 ４：夏目漱石著『漾虚集』日

本初のカット図の蔵書票 (1906

年) 

図 ５：アルブレヒト・

デューラーが作った蔵書

票 

図 ６：フランツ・フォン・

バイロスの蔵書票 
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アルフレッド・コスマンの  

ベートーヴェン肖像書票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マチルデ・アーデ 

(メーテルリンクのために) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カール・シュティーフの蔵書票 

図 ７：ミヒェル・フィンゲ

ステンの蔵書票 

図 ８：ハインリヒ・フォー

ゲラーの蔵書票 

図 ９：ジェッシー・マリオン・キ

ングの蔵書票 


